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2008年7月31日

住友金属工業株式会社
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本資料で記述されている業績予想並びに将来
予測は、現時点で入手可能な情報に基づき当
社が判断した予想であり、潜在的なリスクや不
確実性が含まれています。

そのため様々な要因の変化により、実際の業績
は記述されている将来見通しとは異なる結果と
なる可能性があることをご承知おきください。
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408/1Q 決算概況

PL

自動車向・エネルギー向等高級鋼材需要は堅調に推移、高水準の
生産・販売を継続

鉄鉱石、原料炭を主体に原材料価格は大きく高騰、コスト削減と販売
価格改善に加え、在庫評価益、主原料のキャリーオーバー影響もあり
営業利益は621億円となった。

＜19.9%＞(△ 3.0%)434億円四半期純利益

＜16.3%＞(△ 1.1%)744億円経常利益

＜△ 1.0%＞(△ 5.6%)621億円営業利益

＜ 0.5%＞( 11.3%)4,522億円売上高

＜07/4Q対比＞（07/1Q対比）1Q 実績

生産
販売

＜5.8千円／㌧＞(7.8千円／㌧)110.1千円／㌧鋼材平均価格

＜△ 5.9%＞(  3.2%)312 万㌧鋼材販売量

＜ 0.4%＞( 8.9%)350 万㌧粗鋼生産量

＜07/4Q対比＞（07/1Q対比）1Q 実績*住金小倉、住金直江津、

住金鋼鉄和歌山を含む



508/1Q 連結決算概要

1Q

105

9.38

434

△309

-

744

621

4,522

08年度

114

10.43

473

△276

△64

814

699

4,469

3Q1Q

－16 円高105118121為替レート
(円/$)

△1.51△0.327.8711.469.701株当り四半期
純利益(円)

72△ 13362520448四半期純利益

△ 141△ 0△168△254△309法人税等
少数株主損益

109△ 4△109-4特別損益

104△ 8640774752経常利益

△ 5△ 37627758658営業利益

244584,4984,4144,063売上高

07/4Q
対比

07/1Q
対比

4Q2Q

増減07年度

億円
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752 744
658

80

400

20
50

621
△565

△25

07/1Q 08/1Q

経常
利益

経常
利益営業

利益
営業
利益

高炉
切替販売

改善等

コスト
削減

固定費
増

原材料
価格

評価益

連結営業利益増減要因 (07/1Q→08/1Q)

億円

•持分法損益 : ＜07/1Q＞ 120 億円 → ＜08/1Q＞ 101 億円

キャリーオーバー影響により原材料価格高騰の本格化は2Q以降を想定

営業利益は、コスト削減、販売価格改善でカバーするも微減



7連結セグメント別売上高・営業利益 四半期別推移

3,463
3,647 3,745

4,033
3,803

4,091 4,158 4,2474,170

638
613

709 764
604683

746
655

890

06/1Q 06/2Q 06/3Q 06/4Q 07/1Q 07/2Q 07/3Q 07/4Q 08/1Q

鉄鋼セグメント

627
20
-2
3

604
4,498

133
143
50

4,170
07/4Q

621699758658905780726625連結営業利益

-161511615121311その他

101-15793ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

-10-0-1-4-3-5-2ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

638683746655890764709613鉄鋼

4,5224,4694,4144,0634,3384,0063,9513,730連結売上高

931091228612483116112その他

159169160142145154158134ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ

2132393134232920ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

4,2474,1584,0913,8034,0333,7453,6473,463鉄鋼

08/1Q07/3Q07/2Q07/1Q06/4Q06/3Q06/2Q06/1Q億円

売上高

営業利益

（億円）



808/6E 連結BS概況

08

4.6

4.4

10.7

△0.5

4.6

2.9

9.0

%

9,244

9,912

7,608
7,778

25,299

17,911
7,387

6E

405

419

737
△40

1,115

506
609

08/3E
対比

07

9,4939,2229,247純資産

【負債および純資産】

【資産】

7,179

5,689

8,078

23,015

16,290

6,725

3E

8,8387,981借入残高

6,8715,798固定負債

7,8198,939流動負債

24,18323,960資産合計

17,40516,830固定資産

6,7777,129流動資産

3E6E
億円
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連結 鉄鋼セグメントカンパニー別売上高四半期別推移

1,388 1,448 1,459 1,466 1,451 1,538 1,620 1,680 1,666

1,375 1,441 1,541
1,758 1,582

1,761 1,721 1,679 1,706

242
264 237

262
254

255 255 264 256

329
362 363

394
356

384 402 402 418

127
129 143

150
158

151 157 143 199

06/1Q 2Q 3Q 4Q 07/1Q 2Q 3Q 4Q 08/1Q

億円

鋼板・建材

鋼管

交通産機品

住金小倉

住金直江津他

注:今期よりチタン薄板・厚板は鋼板・建材カンパニーから
住友金属直江津に移管されている ＜チタン年間売上高 170億円程度＞
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1108年度 連結業績見通し概況

△ 4.94-34.49[30.18]16.17[12.93]9.3839.431株当り
純利益(円)

9円高-105[100]105[100]105114為替ﾚｰト
(円/$)

上期
見通し

750

-

1,150

1,000

9,700

4/28
見通し1Q

[600]

[-]

[950]

[900]

[9,500]

△11.4

-

△16.2

△16.2

18.1

％
08年度

見通し

434

-

744

621

4,522

07年度

対比

△ 2051,600[1,400]1,805当期純利益

169-[-]△169特別損益

△ 4822,500[2,100]2,982経常利益

△4432,300[2,000]2,743営業利益

3,15420,600[20,000]17,445売上高

4/28
見通し

07年度億円

売上高 20,600 億円 （4/28見通し対比 600 億円）
営業利益 2,300 億円 （ 〃 300 億円）
経常利益 2,500 億円 （ 〃 400 億円）
当期純利益 1,600 億円 （ 〃 200 億円）
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2,982
2,5002,743

250 80 50

2,300

410

2,885

△115

△4,570

570

07年度 08年度見通し

経常
利益

営業
利益

経常
利益

営業
利益

固定費
増

原材料
価格

キャリー
オーバー

販売
改善等

評価益

為替差
高炉
切替

コスト
削減

•持分法損益 : ＜07年度＞ 419 億円 → ＜08年度見通し＞ 400 億円

•減価償却費（有形）: ＜07年度＞ 1,025 億円 → ＜08年度見通し＞ 1,160 億円

億円

連結営業利益増減要因 (07年度→08年度見通し)

原材料高騰影響とコスト削減・販売改善のタイムラグにより減益
前回予想対比では、改善活動の進捗により営業利益で300億円の増額修正

105円/$ベース
4,200億円

Net
4,000億円



13連結営業利益増減要因 ( 08/1Q → 08/2Q 見通し)

１Qのキャリーオーバー要因の消失により、原材料価格高騰がほぼ

フルに影響、販売価格改善等の進行を見込むが減益の見通し

744

410

621
310 380

△550

08/1Q 08/2Q見通し

営業利益

経常利益

経常利益

営業利益

販売
改善等

原材料
価格

•持分法損益 : ＜08/1Q＞ 101 億円 → ＜08/2Q見通し＞ 100 億円
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営業利益増減（08上期見通し→08下期見通し）

1,150
1,3501,326

1,000

1,300

1,454 945

△150

△450

△45 経常
利益

営業
利益

08/上期見通し 08/下期見通し

原材料
価格 評価益

固定費
増

販売改善
コスト削減等

経常
利益

営業
利益

営業
利益

07/下期

経常
利益

年後半にかけてコスト削減および、シームレス・スラブを主体とした販売
価格改善の進行を見込み、下期営業利益は前年並み水準を確保の見通し
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08年度
計1Q

110.1

115.9

105.6

26

312

350

105

122 程度

130 程度

117 程度

117 程度

1,275 程度

1,400 程度

105 程度

07年度

対比
下期

見通し

116 程度

120 程度

112 程度

56 程度

105.6

116.5

97.2

55

608

661

119

上期

17 程度

14 程度

19 程度

6 程度

26 程度

40 程度

9 円高

129 程度

139 程度

121 程度

61 程度

641 程度

700 程度

105 程度

07年度

105.7平均

116.2輸出

97.9国内
鋼材

平均単価
（千円/㌧）

111シームレス鋼管
販売量(万㌧)

634 程度1,249鋼材販売量
(万㌧)

700 程度1,362粗鋼生産量
(万㌧)

105 程度114為替レート
(円/$)

上期
見通し

計

08年度 業績見通しの前提 ※住金小倉、住金直江津、住金鋼鉄和歌山を含む

07年度

ドル受取超過

16億＄/年 程度

ドルバランス
08年度

ドル支払超過
9億＄/年 程度
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*1 金利前経常利益 ROA
*2 自己資本当期純利益率

( 5.0)( 5.0)( 3.5)( 2.5)( - )( うち中間配当額 )

10.0 10.0 8.0 7.0 5.0 単独 1株当たり

配当額（円／株）

23,800
程度

27,400 程度24,18323,01521,13319,231総資産 （億円）

6,800
程度

9,800 程度8,8387,1796,7978,859借入残高 （億円）

0.6 程度0.94 程度0.980.820.941.83D/E レシオ（倍）

45% 程度38% 程度37.3%38.3%34.1%25.1%自己資本比率

16.5% 程度20.3%28.3%36.7%25.8%ROE *2

13% 程度10% 程度13.2%15.4%14.5%9.7%ROA *1

中期計画

08年度

見通し

08年度
07年度06年度05年度04年度

主要連結経営指標
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利益配分に関する基本方針及び次期の配当予想

｢質｣と｢規模｣のバランスの取れた持続的成長を通じて企業価値を最大化

事業が生み出すキャッシュは、企業価値を高める投資に充当

投資戦略は以下を基準に実施し、その成果を株主の皆様に還元

差別化の加速に資する投資であること

資本コストを上回る便益をあげて企業価値向上に貢献すること

配当は安定配当を基本とする

利益配分に関する基本方針

財務体質運営指針

Ｄ／Ｅレシオで１．０未満を目安として運営

次期（09/3月期）配当予想

当期と同じ１０円／株を継続



18設備投資額 ／ 減価償却費の見通し

1,252

1,640

110

722

1,160

1,695

106

93

1,025

設備投資額（鉄鋼部門） 設備投資額（非鉄鋼部門） 減価償却費

1,358億円

 1,788億円 1,750億円

設備投資額は工事ベース

06年度 08年度見通し07年度

3ヵ年合計 4,896億円
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100超高強度ラインパイプ増産

230住金小倉製鋼プロセス革新

75クランク米国第3ライン
クランク中国第2ライン

20車輪増産

そ
の
他

2,000
(合弁合計)

高炉一貫シームレスミル
(VSB)

65スーパーハイエンド
ボイラチューブ増産

350シームレスパイプ
最先端商品増産

1,600
1,150和歌山上工程更新

鋼

管

570鹿島ＩＰＰ

70
30ハイエンド厚板増産

260鹿島 新ＣＧＬ・新酸洗
(薄板自動車専用ライン)

290鹿島3高炉改修

鋼
板
・
建
材

1211100908年度07年度06年度
投資額
(億円)年月は完工予定年月

主要設備投資計画の進捗

新1高炉

熱処理能力増強

新2高炉

11/3

中期経営計画
進捗状況
中期経営計画以外の新規投資案件

10/3

09/6
12/10

09/1

11/3
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2108年度 単独業績見通し

△293程度

133程度

122程度

△549程度

△595程度

1,986程度

07年度

対比
4/28

見通し

[500]

[△250]

[-]

[750]

[650]

[6,100]

460

△ 206  

-

667

452

2,979

1Q

[900]

[△450]

[-]

[1,350]

[1,300]

[12,900]

4/28
見通し

1,000 程度

△600 程度

-

1,600 程度

1,450 程度

13,400 程度

08年度

見通し

600 程度

△300 程度

-

900 程度

700 程度

6,250 程度

上期
見通し

%

△22.71,293当期純利益

-△ 733法人税等
(含む調整額）

-△ 122特別損益

△25.52,149経常利益

△29.12,045営業利益

17.411,414売上高

07
年度

億円



2208/1Q 鉄鋼事業国内・輸出別売上高

数量
137
44%

数量
175
56%

金額
1,591
46%

金額
1,842
54%

国
内

輸
出

単位:億円, 万㌧

*住金小倉、住金直江津、住金鋼鉄和歌山を含む

北米
7%

欧州
12%

他
3%

アジア
57%中近東

21%

(参考)単独輸出向先別比率（金額）

他
3%欧州

10%

中近東
16%

北米
6%

アジア
65%

数量
83

37%数量
142
63%

金額
1,231
44%金額

1,545
56%

国
内

輸
出

(参考）鉄鋼事業（単独）国内・輸出別売上高

単位:億円, 万㌧

輸出向先別比率(金額）
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営業利益と在庫評価益の推移

190

70 10
10

210

210

270

658
758 699

627 621

380

1,300

07/1Q 2Q 3Q 4Q 08/1Q 2Q
見通し

　

在庫評価益

営業利益

実質
営業利益

下期
見通し

在庫評価益を除いた実質営業利益も 期末には前年度並みへの回復を見込む

億円

1Q 2Q 見通し 下期見通し

コスト削減・販売改善
のタイムラグ

キャリーオーバー等
原材料価格高騰

のタイムラグ

コスト・販売の改善

原材料価格高騰



24参考数値 (1)

331 339 330 331 329 338 334 337 321 340 352 349 350

05/1Q 05/2Q 05/3Q 05/4Q 06/1Q 06/2Q 06/3Q 06/4Q 07/1Q 07/2Q 07/3Q 07/4Q 08/1Q

万㌧
当社粗鋼生産量

※住金小倉、住金直江津、住金鋼鉄和歌山を含む

105105

114118121
116

120118
114117

109

05/上期 05/下期 06/1Q 06/2Q 06/3Q 06/4Q 07/1Q 07/2Q 07/3Q 07/4Q 08/1Q

¥/$為替レート



25参考数値 (2)

28 26 26

30 29 30

29 28

29 28
61

91
80

62
80

101
87 91

105 113 116 111 117

97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08

シームレスパイプ販売量推移

4Q

3Q

2Q

1Q

2H

5.4 5.7 6.3 7.3
2.4 3.3

4.3

4.7

0.4 0.8 0.8
1.3 1.6 1.6

0.9

0.9

10.5 9.7 10.6
12.9

14.3 13.4

5.6

8.9

8.8
6.1

4.7 3.2 3.5
3.9

5.7

2.2

FY02 03 04 05 06 07 08上期 下期見通し

13CR 耐サワー鋼 高合金OCTG

シームレスパイプ スーパーハイエンド品 販売量推移

万㌧

千㌧



26参考数値 (3)

300 297 293 308 304 311 302 306 310 331 312

05/上期 05/下期 06/1Q 06/2Q 06/3Q 06/4Q 07/1Q 07/2Q 07/3Q 07/4Q 08/1Q

万㌧当社鋼材販売

110.1
104.3107.3108.8

102.3
97.9

106.2
100.1

95.5
98.9

88.5

05/上期 05/下期 06/1Q 06/2Q 06/3Q 06/4Q 07/1Q 07/2Q 07/3Q 07/4Q 08/1Q

千円/㌧当社鋼材平均単価

※住金小倉、住金直江津、住金鋼鉄和歌山を含む

※住金小倉、住金直江津、住金鋼鉄和歌山を含む

05/上期、05/下期:  実績÷2
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「質重視」による企業価値の「質重視」による企業価値の「質重視」による企業価値の
持続的向上を目指す持続的向上を目指す持続的向上を目指す

ステークホルダーの皆様からステークホルダーの皆様からステークホルダーの皆様から
「信「信「信頼される会社」へ頼される会社」へ頼される会社」へ


